
JP 2017-133179 A 2017.8.3

10

(57)【要約】
【課題】比較的低コストでありながらも水栓装置の制御
ユニットが浸水するのを抑止できる技術を提供する。
【解決手段】水栓装置は、吐水ヘッドユニット１１と、
吐水ヘッドユニット１１を保持するベースと、を備える
。吐水ヘッドユニット１１の第１係止部４５とベースの
底板部のヘッドユニット保持部の第１係止孔とが係止さ
れ、かつ、吐水ヘッドユニット１１およびベースとは別
体の係止部材を介して吐水ヘッドユニット１１とベース
とが係止される。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吐水ヘッドユニットと、
　前記吐水ヘッドユニットを保持するベースと、を備え、
　前記吐水ヘッドユニットの係止部と前記ベースの係止部とが係止され、かつ、前記吐水
ヘッドユニットおよび前記ベースとは別体の係止部材を介して前記吐水ヘッドユニットと
前記ベースとが係止されることを特徴とする水栓装置。
【請求項２】
　前記係止部材は、前記ヘッドユニットと前記ベースとを係止するとともに、前記ヘッド
ユニットおよび前記ベースの少なくとも一方に下方から支持されることを特徴とする請求
項１に記載の水栓装置。
【請求項３】
　前記吐水ヘッドユニットは、実質的に直線的に延在し、
　前記吐水ヘッドユニットの延在方向から見たとき、前記吐水ヘッドユニットの係止部と
、前記係止部材とは、前記吐水ヘッドユニットの流路を挟んで対向することを特徴とする
請求項１または２に記載の水栓装置。
【請求項４】
　前記係止部材は、基部と、前記基部から延在する一対の腕部と、を含み、
　前記一対の腕部は、前記ヘッドユニットを把持することを特徴とする請求項１から３の
いずれかに記載の水栓装置。
【請求項５】
　前記吐水ヘッドユニットに取り付けられる電子部品を備え、
　前記電子部品に接続される配線は、前記係止部材と、前記係止部材の前記一対の腕部に
把持される前記ヘッドユニットの部分との間を通ることを特徴とする請求項４に記載の水
栓装置。
【請求項６】
　吐水ヘッドユニットと、
　前記吐水ヘッドユニットを保持するベースと、
　前記吐水ヘッドユニットから吐水される水を受けるための洗面ボウルと、
　前記洗面ボウルより上方に設けられるキャビネットおよび前記洗面ボウルから上方に立
設されるバックガードの少なくとも一方と、を備え、
　前記ベースは、前記キャビネットおよび前記バックガードの少なくとも一方に固定され
、
　前記吐水ヘッドユニットの係止部と前記ベースの係止部とが係止され、かつ、前記吐水
ヘッドユニットおよび前記ベースとは別体の係止部材を介して前記吐水ヘッドユニットと
前記ベースとが係止されることを特徴とする洗面化粧台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水栓装置および洗面化粧台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水栓装置と、水栓装置から吐水された水を受ける洗面ボウルを有する洗面台と、洗面台
の上方に設けられたミラーキャビネットと、洗面台の下方に設けられたベースキャビネッ
トと、を備える洗面化粧台が知られている。水栓装置は、通常、吐水ヘッドユニットと、
吐水ヘッドユニットを保持するベースと、を備える。（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１７４４５７号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載されるような水栓装置では、吐水ヘッドユニットとベースとの固定強
度が不十分であると、吐水ヘッドユニットの先端に負荷が掛かった場合にベースから吐水
ヘッドユニットが外れうる。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされ、その目的は、吐水ヘッドユニットとベース
との固定強度が比較的高い水栓装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の水栓装置は、吐水ヘッドユニットと、
吐水ヘッドユニットを保持するベースと、を備える。吐水ヘッドユニットの係止部とベー
スの係止部とが係止され、かつ、吐水ヘッドユニットおよびベースとは別体の係止部材を
介して吐水ヘッドユニットとベースとが係止される。
【０００７】
　本発明によれば、吐水ヘッドユニットとベースとの固定強度が比較的高い水栓装置を提
供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態に係る洗面化粧台の斜視図である。
【図２】図１の水栓装置を概略的に示す構成図である。
【図３】図１の水栓装置の透視斜視図である。
【図４】図１の水栓装置のベースとその周辺を示す斜視図である。
【図５】図１の水栓装置のベースのヘッドユニット保持部を上方側から見た斜視図である
。
【図６】図１の水栓装置のベースのヘッドユニット保持部を下方側から見た斜視図である
。
【図７】図１の水栓装置の吐水ヘッドユニットを拡大して示す図である。
【図８】図１の水栓装置の吐水ヘッドユニットを拡大して示す図である。
【図９】図１の水栓装置の吐水ヘッドユニットを拡大して示す図である。
【図１０】図１の水栓装置の吐水ヘッドユニットを拡大して示す図である。
【図１１】吐水ヘッドユニットの延在方向に直交し、係止部材を通る断面を示す図である
。
【図１２】吐水ヘッドユニットをその延在方向から見た図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、各図面に示される同一または同等の構成要素、部材には、同一の符号を付するも
のとし、適宜重複した説明は省略する。また、各図面における部材の寸法は、理解を容易
にするために適宜拡大、縮小して示される。また、各図面において実施の形態を説明する
上で重要ではない部材の一部は省略して表示する。
【００１０】
　図１は、実施の形態に係る洗面化粧台１００を示す斜視図である。洗面化粧台１００は
、洗面台１０１と、水栓装置１０と、ミラーキャビネット１０４と、ベースキャビネット
１０５と、を備える。
【００１１】
　ベースキャビネット１０５は、床面に設置される。ベースキャビネット１０５は、本実
施の形態では２つの引出を有しており、洗面用具、化粧品、その他の物品を収容できる。
【００１２】
　洗面台１０１は、ベースキャビネット１０５に載置される。洗面台１０１は、洗面ボウ
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ル１０２と、カウンター１０３と、バックガード１０６と、排水栓１０７と、を含む。洗
面ボウル１０２は、水栓装置１０から吐水される水を受ける。洗面ボウル１０２には、排
水口１０２ａが設けられている。排水栓１０７は、排水口１０２ａに取り付けられ、排水
口１０２ａを開閉する。カウンター１０３は、本実施の形態では、洗面ボウル１０２の両
サイドに設けられる。カウンター１０３には、洗面用具、化粧品、タオル、その他の物品
を載置できる。バックガード１０６は、洗面ボウル１０２の後方側において洗面ボウル１
０２から上方に立設される。本実施の形態では、洗面ボウル１０２、カウンター１０３お
よびバックガード１０６は、一体に形成される。
【００１３】
　ミラーキャビネット１０４は、洗面台１０１の上方に設けられ、例えば壁面に固定され
る。ミラーキャビネット１０４は、収納棚１０９と、３つの収納扉１１１と、を含む。収
納棚１０９には、棚板（不図示）が設けられており、洗面用具、化粧品、その他の物品を
収納できる。３つの収納扉１１１は、収納棚１０９を開閉可能に覆う扉であり、その前面
側に鏡が取り付けられている。
【００１４】
　水栓装置１０は、ミラーキャビネット１０４と洗面ボウル１０２およびカウンター１０
３との間に設けられる。水栓装置１０は、ユーザの操作または動作に応じて吐水する。
【００１５】
　図２は、図１の水栓装置１０を概略的に示す構成図である。水栓装置１０は、弁ユニッ
ト１０８と、吐水ヘッドユニット１１と、給水管１１０と、電気駆動弁１２０と、レバー
１１２と、センサ１４と、表示部１６と、制御ユニット１１４と、を備える。
【００１６】
　吐水ヘッドユニット１１は、吐水ヘッド１２と、ヘッドホルダー２０と、を含む。吐水
ヘッド１２は、ヘッドホルダー２０に着脱可能（引き出し可能）に保持される。吐水ヘッ
ド１２は、給水管１１０を通じて流入した水を吐水口１２ａから、吐水させる。
【００１７】
　表示部１６は、ヘッドホルダー２０に取り付けられる。表示部１６は、制御ユニット１
１４からの信号に基づいて、水栓装置１０の動作状態を表示する。表示部１６は、本実施
の形態では、水栓装置１０の吐水状態や温度を表示する。具体的には、表示部１６は、表
示する色の違いにより温度を表示したり、光り方（点灯、点滅等）の違いにより吐水状態
を表示する。
【００１８】
　センサ１４は、ヘッドホルダー２０に取り付けられる。センサ１４は、吐水ヘッド１２
の近くに差し出された使用者の手を非接触で検知する。センサ１４は、手を検知している
間、制御ユニット１１４に信号を送る。
【００１９】
　温水管１１６は、一端は給湯器（不図示）に接続され、他端は弁ユニット１０８に接続
され、給湯器で温められた水（湯水）を弁ユニット１０８に供給する。冷水管１１８は、
一端は上水道（不図示）に接続され、他端は弁ユニット１０８に接続され、水（冷水）を
弁ユニット１０８に供給する。
【００２０】
　弁ユニット１０８は、温水管１１６から供給される温水と、冷水管１１８から供給され
る冷水とをレバー１１２によって設定された比率で混合する。すなわち、弁ユニット１０
８は、湯水混合弁として機能する。
【００２１】
　制御ユニット１１４は、基板１３０と、制御回路１３２と、電源回路１３４と、を含む
。制御回路１３２および電源回路１３４は、基板１３０上に実装される。制御回路１３２
は、電気駆動弁１２０の動作を制御する。制御回路１３２は、センサ１４から信号を受け
取ると、電気駆動弁１２０に開弁指示を送り、電気駆動弁１２０に開弁動作を開始させる
。また、制御ユニット１１４は、センサ１４から信号を受け取らなくなると、電気駆動弁
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１２０に閉弁指示を送り、電気駆動弁１２０に閉弁動作を開始させる。また、制御回路１
３２は、表示部１６の表示を制御する。制御回路１３２は、本実施の形態では、水栓装置
１０の動作状態に応じた色や光り方で表示部１６を点灯表示させる。電源回路１３４は、
商用電源からの交流電力を直流電力に変換し、電気駆動弁１２０に供給する。なお、制御
ユニット１１４は、蓄電池やバックアップ電池（例えば乾電池）、給水管１１０を流れる
水の流れによって発電する発電機などを含んでいてもよい。この場合、蓄電池、バックア
ップ電池、または発電機から電気駆動弁１２０に電力が供給されてもよい。
【００２２】
　給水管１１０は、吐水ヘッド１２への給水路を構成する。給水管１１０は、手動吐水用
給水管１１０ａと、自動吐水用給水管１１０ｂと、共通給水管である給水ホース１１０ｃ
と、を含む。手動吐水用給水管１１０ａは、一端が弁ユニット１０８に接続され、他端が
給水ホース１１０ｃに接続される。レバー１１２が操作されると、弁ユニット１０８は手
動吐水用給水管１１０ａの流路を開閉する。自動吐水用給水管１１０ｂは、一端が弁ユニ
ット１０８に接続され、他端が給水ホース１１０ｃに接続される。弁ユニット１０８は、
自動吐水用給水管１１０ｂを常に開く。
【００２３】
　電気駆動弁１２０は、例えば電磁弁や電動弁であり、自動吐水用給水管１１０ｂに設け
られる。電気駆動弁１２０は、制御ユニット１１４に制御されて、自動吐水用給水管１１
０ｂの流路を開閉する。電気駆動弁１２０によって自動吐水用給水管１１０ｂの流路が開
くと、弁ユニット１０８で混合された水が自動吐水用給水管１１０ｂを流れ、給水ホース
１１０ｃを通じて吐水ヘッド１２に流入し、吐水ヘッド１２から吐水される。
【００２４】
　レバー１１２は、レバー式の操作部であり、吐水ヘッド１２から吐水される水の温度を
調節するときに操作される。またレバー１１２は、手動操作で吐水させるときに、その流
量を調節するために操作される。レバー１１２を左右に回動させると、弁ユニット１０８
において混合される冷水と湯水の比率が変化し、弁ユニット１０８から自動吐水用給水管
１１０ｂおよび手動吐水用給水管１１０ａのそれぞれに供給される水の温度、すなわち吐
水ヘッド１２から吐水される水の温度が調節される。
【００２５】
　レバー１１２を前後に傾動させると、上述のように手動吐水用給水管１１０ａの流路が
開閉する。レバー１１２を傾動させることによって手動吐水用給水管１１０ａが開くと、
弁ユニット１０８で混合された水が手動吐水用給水管１１０ａを流れ、給水ホース１１０
ｃを通じて吐水ヘッド１２に流入し、吐水ヘッド１２から吐水される。レバー１１２の傾
動量により、給水ホース１１０ｃを介して吐水ヘッド１２から吐水される水の流量（止水
状態も含む）が調節される。
【００２６】
　図３、４は、水栓装置１０を示す。図３は、水栓装置１０の透視斜視図である。図４は
、ベース１２２とその周辺を示す斜視図である。水栓装置１０は、ベース１２２と、外装
カバー６０と、をさらに含む。
【００２７】
　ベース１２２は、底板部１２５と、右側壁部１２６と、左側壁部１２７と、後壁部１２
８と、を含む。底板部１２５は、平面視（すなわち上方から見た場合）で略矩形であり、
その長手方向は左右方向と略平行となる。
【００２８】
　右側壁部１２６と左側壁部１２７は同じ高さに形成される。右側壁部１２６はその上端
に、左側壁部１２７とは反対側に突出する取付部１２６ａを有する。取付部１２６ａには
、上下に貫通する挿通孔１２６ｂが形成されている。同様に、左側壁部１２７はその上端
に、右側壁部１２６とは反対側に突出する取付部１２７ａを有する。取付部１２７ａには
、上下に貫通する挿通孔１２７ｂが形成されている。取付部１２６ａの挿通孔１２６ｂと
取付部１２７ａの挿通孔１２７ｂとにネジを挿入してミラーキャビネット１０４の底部に
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設けられたネジ穴（不図示）に螺入することにより、ベース１２２がミラーキャビネット
１０４に取り付けられる。ベース１２２は特に、洗面ボウル１０２より上方に、洗面ボウ
ル１０２から離間して設けられる。
【００２９】
　後壁部１２８には挿通孔が形成されている。この挿通孔にネジ４２を挿入してバックガ
ード１０６に設けられたネジ穴（不図示）に螺入することにより、ベース１２２はバック
ガード１０６にも固定される。
【００３０】
　ベース１２２は、箱状の収容部５０を有する。収容部５０内には、制御ユニット１１４
（図３、４では不図示）が収容される。給水ホース１１０ｃは、可撓性をもつ素材により
構成される。
【００３１】
　外装カバー６０は、左右に長いカバーであり、ミラーキャビネット１０４の下方に取り
付けられる。これにより、ユーザに視認されないようベース１２２や弁ユニット１０８を
隠すことができる。
【００３２】
　図５、６は、ヘッドユニット保持部１２４とその周辺を拡大して示す。図５は、ヘッド
ユニット保持部１２４とその周辺を上方側から見た斜視図であり、ヘッドユニット保持部
１２４に吐水ヘッドユニット１１が保持された状態が示される。図６は、ヘッドユニット
保持部１２４とその周辺を下方側から見た斜視図である。
【００３３】
　吐水ヘッドユニット１１は、係止部材６６をさらに含む。係止部材６６については、図
１１で詳述する。
【００３４】
　底板部１２５は、吐水ヘッドユニット１１（特にヘッドホルダー２０）の一部を収容し
て吐水ヘッドユニット１１を保持するヘッドユニット保持部１２４を有する。ヘッドユニ
ット保持部１２４は、円筒部１２４ａと底部１２４ｂとが一体に形成された有底カップ形
状を有し、その底部１２４ｂを上にして底板部１２５に設けられている。
【００３５】
　底部１２４ｂには、給水ホース１１０ｃが挿通されるホース孔１２４ｃと、センサ１４
と制御ユニット１１４とを接続する第１配線５２（図５、６では不図示）や表示部１６と
制御ユニット１１４とを接続する第２配線５４（図５、６では不図示）が挿通される配線
孔１２４ｄ、とが形成されている。
【００３６】
　円筒部１２４ａには、係止部としての第１係止孔１２４ｆおよび第２係止孔１２４ｇが
形成されている。第１係止孔１２４ｆは、後述するようにヘッドホルダー２０の第１係止
部４５と係止される。第２係止孔１２４ｇは、後述するように係止部材６６を介してヘッ
ドホルダー２０の第２係止部４６と係止される。
【００３７】
　図７～１０は、吐水ヘッドユニット１１を拡大して示す。図７は、吐水ヘッドユニット
１１を前方側から見た斜視図である。図８～１０は、吐水ヘッドユニット１１を後方側か
ら見た斜視図である。図７、９では、吐水ヘッド１２をヘッドホルダー２０から引き出し
た状態が示される。図１０では、吐水ヘッドユニット１１がヘッドユニット保持部１２４
に保持される状態が示される。
【００３８】
　吐水ヘッドユニット１１は、吐水ヘッド１２がヘッドホルダー２０に保持されている状
態（すなわち吐水ヘッド１２が引き出されていない状態）では、所定の方向に直線的に延
在する略楕円柱状を呈する。以下、吐水ヘッドユニット１１が延在する方向を方向Ｄと呼
ぶ。
【００３９】
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　吐水ヘッド１２は、導水部３０と、導水部３０を保持するヘッド本体部３１と、ヘッド
本体部３１を外側から覆うヘッドカバー３２と、を含む。導水部３０は、円筒状の部材で
あり、その先端の開口は吐水口１２ａとして機能する。導水部３０は、給水ホース１１０
ｃから流入した水を吐水口１２ａに導く。
【００４０】
　ヘッド本体部３１は、方向Ｄに沿って延在する部材であり、その奥側（すなわち吐水口
１２ａから遠い側）に後述のホースガイド部４４と嵌合する凹部３１ａを有する。凹部３
１ａがホースガイド部４４に嵌合することにより、吐水ヘッド１２はヘッドホルダー２０
に保持される。ヘッドカバー３２は、方向Ｄに沿って延在する略半筒状の部材であり、方
向Ｄに垂直な断面の形状は略楕円弧状である。ヘッドカバー３２の表面には、意匠性を高
める等の目的でメッキが施される。
【００４１】
　ヘッドホルダー２０は、ヘッドホルダー本体部４０と、ホルダーカバー４１と、を備え
る。ヘッドホルダー本体部４０は、樹脂製の一体成形部材であり、センサ１４および表示
部１６を保持する電子部品保持部４３と、給水ホース１１０ｃを誘導するためのホースガ
イド部４４と、ヘッドホルダー２０をベース１２２に固定するための第１係止部４５およ
び第２係止部４６と、を含む。
【００４２】
　電子部品保持部４３は、方向Ｄに沿って延在する。ホルダーカバー４１は、方向Ｄに沿
って延在する略半筒状の部材であり、方向Ｄに垂直な断面の形状は略楕円弧状である。ホ
ルダーカバー４１は、電子部品保持部４３を覆うように配置される。電子部品保持部４３
とホルダーカバー４１との間に形成される空間（不図示）には、センサ１４および表示部
１６（図７～１０では不図示）が配置される。吐水ヘッド１２がヘッドホルダー２０に保
持された状態では、ホルダーカバー４１と吐水ヘッド１２のヘッドカバー３２とは断面が
楕円状の略筒状体を構成する。ホースガイド部４４は、方向Ｄに沿って延在する略円筒状
の部材である。ホースガイド部４４は、方向Ｄにおいて吐水ヘッド１２の奥側に設けられ
る。
【００４３】
　第１係止部４５は、ヘッドホルダー本体部４０において下側に設けられる。第１係止部
４５は、アーム部４５ａと、爪部４５ｂと、を含む。アーム部４５ａは、方向Ｄに沿って
延在する薄い板状の部材であり、方向Ｄと略直交する方向に弾性変形できる。爪部４５ｂ
は、アーム部４５ａの先端から、方向Ｄと略直交する方向に外側に突出する。吐水ヘッド
ユニット１１をヘッドユニット保持部１２４に挿入すると、爪部４５ｂがヘッドユニット
保持部１２４の円筒部１２４ａの内周面１２４ｅと接触し、アーム部４５ａが内側に弾性
変形する。そのため、アーム部４５ａは、弾性反発力により爪部４５ｂを内周面１２４ｅ
（図６参照）に押しつける。ヘッドユニット保持部１２４の第１係止孔１２４ｆまで爪部
４５ｂが到達すると、アーム部４５ａが弾性反発力により径方向外側に変位し、第１係止
孔１２４ｆに爪部４５ｂが進入する。これにより、吐水ヘッドユニット１１（特にヘッド
ホルダー２０）がヘッドユニット保持部１２４から抜けないよう係止される。つまり、第
１係止部４５と第１係止孔１２４ｆとはスナップフィット方式により係止される。
【００４４】
　第２係止部４６は、方向Ｄにおいてヘッドカバー３２の奥側で、かつ、ヘッドホルダー
本体部４０において上側に設けられる。本実施の形態では、第２係止部４６は、方向Ｄか
ら見て、上方側が切りかかれた円環形状を有している。第２係止部４６は、係止部材６６
を介して、第２係止孔１２４ｇと係止される。
【００４５】
　図１１は、方向Ｄに直交し、係止部材６６を通る断面を示す。係止部材６６は、略馬蹄
形状の部材であり、基部６６ａと、基部６６ａから延在する一対の腕部６６ｂと、を有す
る。吐水ヘッドユニット１１がヘッドユニット保持部１２４に挿入されて第１係止部４５
と第１係止孔１２４ｆとが係止された状態、すなわち吐水ヘッドユニット１１が仮止めさ
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れた状態では、第２係止孔１２４ｇと第２係止部４６とは方向Ｄに直交する方向で対向す
る。係止部材６６は、この状態で、第２係止孔１２４ｇに差し込まれる。基部６６ａは第
２係止孔１２４ｇに位置し、一対の腕部６６ｂは第２係止部４６を挟み込む。一対の腕部
６６ｂは第２係止部４６を挟み込む。一対の腕部６６ｂは特に、第２係止部４６を挟み込
んだ状態では、挟み込む前の状態すなわち係止部材６６が第２係止孔１２４ｇに差し込ま
れる前の状態よりも互いの先端が離れるよう弾性変形する。係止部材６６は、この弾性変
形した腕部６６ｂの復元力により第２係止部４６を把持する。すなわち、腕部６６ｂは、
第２係止部４６を弾性的に把持する。また、係止部材６６は、第２係止部４６を挟み込む
と同時に、第２係止部４６によって下方から支えられる。
【００４６】
　基部６６ａは、ヘッドユニット保持部１２４の第２係止孔１２４ｇ内に位置する。その
ため、ヘッドホルダー２０が方向Ｄに沿って移動しようとすると、ヘッドホルダー２０の
第２係止部４６を把持する係止部材６６もヘッドホルダー２０とともに移動しようとし、
基部６６ａが第２係止孔１２４ｇの手前側または奥側の周壁と接触する。つまり、係止部
材６６はヘッドホルダー２０が方向Ｄに沿って移動するのを規制する。また、ヘッドホル
ダー２０が周方向に回転しようとすると、ヘッドホルダー２０の第２係止部４６を把持す
る係止部材６６もヘッドホルダー２０とともに回転しようとし、基部６６ａが第２係止孔
１２４ｇの右側または左側の周壁と接触する。つまり、係止部材６６は、ヘッドホルダー
２０が周方向に回転するのを規制する。
【００４７】
　また、係止部材６６と、係止部材６６の腕部６６ｂに把持される第２係止部４６との間
には、第１配線５２および第２配線５４が通される。つまり、第１配線５２および第２配
線５４は、係止部材６６と第２係止部４６とによって、吐水ヘッドユニット１１内におけ
る移動が規制される。
【００４８】
　図１２は、吐水ヘッドユニット１１を方向Ｄから見た図である。係止部材６６と第１係
止部４５とは、方向Ｄから見た場合、吐水ヘッドユニット１１の流路すなわち導水部３０
を挟んで対向する。
【００４９】
　以上説明した本実施の形態に係る水栓装置１０によると、吐水ヘッドユニット１１の第
１係止部４５とベース１２２の第１係止孔１２４ｆとがスナップフィット方式で直接的に
係止され、かつ、吐水ヘッドユニット１１およびベース１２２とは別体の係止部材６６を
介して吐水ヘッドユニット１１の第２係止部４６とベース１２２の第２係止孔１２４ｇと
が係止されることにより、吐水ヘッドユニット１１がベース１２２に対して固定される。
つまり、吐水ヘッドユニット１１はベース１２２に対して２箇所で係止されるため、ベー
ス１２２に対する吐水ヘッドユニット１１の固定強度は比較的高くなる。ここで、２箇所
ともスナップフィット方式で係止する場合、吐水ヘッドユニット１１をベース１２２から
外すときに、２箇所の係止を実質的に同時に解除しなければならず、メンテナンス時等の
作業性が低下する。また、２箇所とも別体の係止部材６６を介して係止する場合、水栓装
置１０を構成する部品点数が増えるため、また吐水ヘッドユニット１１をベース１２２に
固定するときに吐水ヘッドユニット１１を支えながら係止部材を差し込んで固定すること
になるため、施工時やメンテナンス時等の作業性が低下する。これに対し、本実施の形態
に係る水栓装置１０では、吐水ヘッドユニット１１をベース１２２から外す場合は係止部
材６６を外してからスナップフィット方式の係止を解除すればよく、２箇所の係止を同時
に解除する必要はない。また、係止部材６６は１つで済み、またスナップフィット方式の
係止で吐水ヘッドユニット１１がベース１２２に仮止めされた状態で係止部材６６を差し
込んで固定できる。また、係止位置が見えなくてもスナップフィット方式で比較的容易に
係止できる第１係止部４５および第１係止孔１２４ｆは吐水ヘッドユニット１１の下側に
位置し、別体の係止部材６６を差し込む必要がある第２係止部４６および第２係止孔１２
４ｇは、吐水ヘッドユニット１１の上側に位置する。これにより、第２係止部４６および
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第２係止孔１２４ｇの位置を確認しながら係止部材６６を差し込むことができる。以上よ
り、本実施の形態に係る水栓装置１０によれば、ベース１２２に対する吐水ヘッドユニッ
ト１１の固定強度を比較的高くしつつ、施工時やメンテナンス時等の作業性が低下するの
を抑止できる。
【００５０】
　また、本実施の形態に係る水栓装置１０によると、係止部材６６は、吐水ヘッドユニッ
ト１１とベース１２２と係止するとともに、第２係止部４６に下方から支持される。これ
により、係止部材６６が抜け落ちるのを抑止できる。
【００５１】
　また、本実施の形態に係る水栓装置１０によると、吐水ヘッドユニット１１は、方向Ｄ
から見たとき、係止部材６６と第１係止部４５とは、吐水ヘッドユニット１１の流路すな
わち導水部３０を挟んで対向する。これにより、吐水ヘッドユニット１１は、その周方向
に均等にベース１２２に対して固定される。
【００５２】
　また、本実施の形態に係る水栓装置１０によると、係止部材６６はその腕部６６ｂによ
って第２係止部４６を把持する。ヘッドホルダー２０が周方向に回転しようとすると、ヘ
ッドホルダー２０の第２係止部４６を把持する係止部材６６もヘッドホルダー２０ととも
に回転しようとし、基部６６ａが第２係止孔１２４ｇの右側または左側の周壁と接触する
。つまり、係止部材６６により、ヘッドホルダー２０が周方向に回転するのを規制できる
。
【００５３】
　また、本実施の形態に係る水栓装置１０によると、第１配線５２および第２配線５４は
、係止部材６６と第２係止部４６とによって移動が規制される。そのため、初期施工時や
メンテナンス時に、制御ユニット１１４のコネクタと配線とを接続あるいはコネクタから
配線を外すときに、配線が暴れて配線とセンサ１４や表示部１６との接続部分に負荷がか
かるのが抑止される。
【００５４】
　以上、実施の形態に係る水栓装置１０および洗面化粧台について説明した。この実施の
形態は例示であり、その各構成要素の組み合わせにいろいろな変形例が可能なこと、また
そうした変形例も本発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００５５】
（変形例１）
　実施の形態では、吐水ヘッドユニット１１が吐水ヘッド１２とヘッドホルダー２０とを
備える場合について説明したが、これに限られず、吐水ヘッドユニット１１がヘッドホル
ダー２０を有しなくてもよい。この場合、吐水ヘッド１２（すなわち吐水ヘッドユニット
１１）が直接にベース１２２に着脱可能に固定される。
【００５６】
（変形例２）
　実施の形態では、方向Ｄから見たとき、係止部材６６と第１係止部４５とは、吐水ヘッ
ドユニット１１の流路すなわち導水部３０を挟んで対向する場合について説明したが、こ
れに限られない。方向Ｄから見たとき、係止部材６６と第１係止部４５とが導水部３０を
挟んで対向しない構成も可能である。この場合、係止部材６６は、吐水ヘッドユニット１
１およびベース１２２の少なくとも一方に下方から支持されるよう設けられるのが望まし
い。
【００５７】
（変形例３）
　実施の形態では、吐水ヘッドユニット１１が所定の方向に直線的に延在する略楕円柱形
状を呈する場合について説明したが、これに限られない。吐水ヘッドユニット１１は、所
定の方向に直線的に延在する略円柱形状、多角中形状、その他の形状を呈してもよい。ま
た、吐水ヘッドユニット１１が、直線的には延在せず、湾曲してもよい。
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【００５８】
（変形例４）
　実施の形態では、ベース１２２がミラーキャビネット１０４およびバックガード１０６
に固定される場合について説明したが、これに限られない。ベース１２２は、ミラーキャ
ビネット１０４だけに固定されても、バックガード１０６だけに固定されてもよい。
【００５９】
　以上、本発明をいくつかの実施の形態をもとに説明した。これらの実施の形態は例示で
あり、いろいろな変形および変更が本発明の特許請求範囲内で可能なこと、またそうした
変形例および変更も本発明の特許請求の範囲にあることは当業者に理解されるところであ
る。従って、本明細書での記述および図面は限定的ではなく例証的に扱われるべきもので
ある。
【００６０】
　以上の記載から、下記の発明が認識される。
　本発明のある態様の水栓装置は、吐水ヘッドユニットと、吐水ヘッドユニットを保持す
るベースと、を備える。吐水ヘッドユニットの係止部とベースの係止部とが係止され、か
つ、吐水ヘッドユニットおよびベースとは別体の係止部材を介して吐水ヘッドユニットと
ベースとが係止される。この態様によると、吐水ヘッドユニットとベースとは、それらの
係止部同士で係止され、かつ、係止部材を介して係止される。
【００６１】
　係止部材は、ヘッドユニットとベースとを係止するとともに、ヘッドユニットおよびベ
ースの少なくとも一方に下方から支持されてもよい。この場合、係止部材が抜け落ちるの
を抑止できる。
【００６２】
　吐水ヘッドユニットは、実質的に直線的に延在し、吐水ヘッドユニットの延在方向から
見たとき、吐水ヘッドユニットの係止部と、係止部材とは、吐水ヘッドユニットの流路を
挟んで対向してもよい。この場合、周方向に均等に吐水ヘッドユニットをベースに係止で
きる。
【００６３】
　係止部材は、基部と、基部から延在する一対の腕部と、を含んでもよい。一対の腕部は
、ヘッドユニットを把持してもよい。この場合、吐水ヘッドユニットがベースに対して周
方向に回転するのを抑止できる。
【００６４】
　吐水ヘッドユニットに取り付けられる電子部品を備えてもよい。電子部品に接続される
配線は、係止部材と、係止部材の一対の腕部に把持されるヘッドユニットの部分との間を
通る。この場合、吐水ヘッドユニット内における配線の移動を抑止でき、電子部品と配線
との接続部に負荷が掛かるのを抑止できる。
【００６５】
　本発明の別の態様は、洗面化粧台である。この洗面化粧台は、吐水ヘッドユニットと、
吐水ヘッドユニットを保持するベースと、吐水ヘッドユニットから吐水される水を受ける
ための洗面ボウルと、洗面ボウルより上方に設けられるキャビネットおよび洗面ボウルか
ら上方に立設されるバックガードの少なくとも一方と、を備える。ベースは、キャビネッ
トおよびバックガードの少なくとも一方に固定され、吐水ヘッドユニットの係止部とベー
スの係止部とが係止され、かつ、吐水ヘッドユニットおよびベースとは別体の係止部材を
介して吐水ヘッドユニットとベースとが係止される。
【符号の説明】
【００６６】
　１０　水栓装置、　１１　吐水ヘッドユニット、　１２　吐水ヘッド、　２０　ヘッド
ホルダー、　４５　第１係止部、　４６　第２係止部、　６６　係止部材、　１２２　ベ
ース、　１２４　ヘッドユニット保持部、　１２４ｆ　第１係止孔、　１２４ｇ　第２係
止孔、　１２５　底板部、　１００　洗面化粧台、　１２２　ベース、　１０１　洗面台
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、　１０２　洗面ボウル、　１０４　ミラーキャビネット。
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